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本州から出土した縄文時代人骨の安定同位体分析による食性解析

Dietary reconstruction on human skeletal remains from Honshu of the

Jomon period using stable isotope analysis
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　先史時代の遺跡から出土した古人骨の炭素・窒素同位体分析によって，当時の食性を調べることができ

る。日本列島の縄文時代に居住していた人々の食生態を調べることは，縄文時代人の環境利用とその時期的な

変遷を明らかにする上で重要である。縄文時代人の食性の本州における地域間変異を明らかにすることを目的

として，本州の８つの遺跡から出土した古人骨の炭素・窒素安定同位体分析を行った。古人骨から試料を採取

し，骨コラーゲンを抽出する実験を行い，元素分析装置—質量分析装置（EA-IRMS）を用いて炭素・窒素同位

体比を測定した。その結果，山陽地域の遺跡から出土した人骨は，窒素同位体比が高く，海産物の利用が想定

された。近畿地域の人骨は，比較的低い窒素同位体比を示し，淡水生態系と陸上生態系の食物を摂取していた

ことが想定された。東海地域の人骨も近畿地域と同様に低い炭素・窒素同位体比を示していた。これらの検討

から，食性の地域間変動が明らかとなった。より詳細に縄文時代の食性を調べるためには，放射性炭素年代測

定により時期的な食性の変遷を調べることが必要である。
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